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時
間
が
積
も
り

　
景
色
が
深
ま
る

　
　
こ
れ
が
70
年
の
証



１

１

２

２

３

３

平
成
28
年
の
で
き
ご
と

平
成
29
年
の
で
き
ご
と

２
月　

•

最
高
積
雪
１
０
８
㎝
と
例
年
に
な
い
少
雪
。

４
月　

•

同
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
被
災

地
へ
、
緊
急
支
援
物
資
と
し
て
「
津
南
の

天
然
水
」（
５
０
０
㎖
）
２
万
本
を
送
付
。

　
　
　
　

（
写
真
①
）

６
月　

•

熊
本
地
震
の
被
災
地
の
支
援
に
職
員
を
派
遣
。

　
　
　

•

民
謡
歌
手
の
涌
井
晴
美
さ
ん
を
ふ
る
さ
と

大
使
に
任
命
。

７
月　

•

信
濃
川
流
域
の
火
焔
型
土
器
と
雪
国
の
文
化

が
日
本
遺
産
に
登
録
。

８
月　

•

秋
篠
宮
文
仁
様
、
紀
子
様
、
悠
仁
様
が
ご
来
町
。

９
月　

•

大
学
生
ら
が
、
津
南
町
を
は
じ
め
と
す
る
降

雪
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
政
策
提
言
を

行
う
、公
共
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
。（
写
真
②
）

11
月　

•

44
年
ぶ
り
に
Ｓ
Ｌ
が
飯
山
線
を
運
行
。

　
　
　
　

（
写
真
③
）

４
月　

•

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）
が
開
始
。

６
月　

•

町
内
郵
便
局
及
び
十
日
町
郵
便
局
と
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
た
協
定
を
締

結
。

７
月　

•

「
第
１
回
津
南
町
地
域
お
こ
し
カ
ラ
オ
ケ
の

集
い
」
開
催
。（
写
真
①
）

　
　
　

•

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
の
ス
キ
ー
場

内
に
谷
の
展
望
台
が
完
成
。（
写
真
②
）

10
月　

•

大
船
町
営
住
宅
の
建
設
工
事
が
竣
工
。

　
　
　

•

㈱
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
、
損
害
保
険
ジ
ャ

パ
ン
と
防
災
応
援
協
定
を
締
結
。

11
月　

•

老
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
緑
綬
褒
章

を
受
章
。

　
　
　

•

津
南
中
学
校
の
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
、
全
国

大
会
に
出
場
。（
写
真
③
）

　
　
　

•

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
付
近
に
川
の
展
望

台
が
完
成
。

12
月　

•

㈱
ゼ
ン
リ
ン
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
。
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昭
和
30
年
１
月
１
日
、
下
船
渡
、
外
丸
、
芦

ケ
崎
、中
深
見
、秋
成
、上
郷
の
六
村
が
合
併
し
、

新
た
に
津
南
町
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
70
年
、
本
年
こ
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、
町
民

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
各
位
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
設
当
初
の
昭
和
30
年
代
、
津
南
町
は
ま
さ

に
豪
雪
と
の
闘
い
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
除

雪
機
械
や
消
雪
パ
イ
プ
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
中
、
人
々
は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
道
踏
み
を

重
ね
、
家
を
、
地
域
を
、
そ
し
て
町
を
守
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
時
は
流
れ
、
技
術
の
進
歩
と

と
も
に
雪
国
の
暮
ら
し
は
大
き
く
様
変
わ
り

し
、
今
で
は
四
季
折
々
の
自
然
と
共
生
す
る
豊

か
な
地
域
社
会
と
し
て
の
歩
み
を
続
け
て
お

り
ま
す
。

　

町
は
創
設
以
来
、「
農
を
以
っ
て
立
町
の
基

と
為
す
」
を
町
是
に
掲
げ
、
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和
48
年

度
よ
り
国
営
苗
場
山
麓
開
発
事
業
を
中
心
に
農

業
基
盤
の
整
備
を
進
め
、
安
全
・
安
心
で
高
付

加
価
値
の
農
産
物
生
産
や
森
林
資
源
の
有
効
活

用
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
は
「
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
」
が
開
設
さ
れ
、
観
光
振
興

と
雇
用
創
出
に
大
き
く
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
現
在
は
民
間
譲
渡
に
よ
る
新
た
な
再
生
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
基
盤
整
備
の
面
で
は
、
平
成
23
年
に
国

道
１
１
７
号
線
の
難
所
を
克
服
す
る
「
大
倉
ト

ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
、
長
野
県
と
新
潟
県
を
結

ぶ
重
要
な
交
通
の
大
動
脈
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
灰
雨
地
区
で
は
令
和
５
年
に
新

ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
が
完
了
し
、
早
期
の
開
通

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
22

年
度
に
は
下
水
道
事
業
な
ど
衛
生
環
境
の
整
備

が
完
了
し
、
住
環
境
の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献

い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
の
大
合
併
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
た
中

に
あ
っ
て
も
、津
南
町
は
自
立
の
道
を
選
択
し
、

町
民
と
と
も
に
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
私
が
平
成
30
年
に
町
政
を
お
預
か
り

し
て
以
来
、「
希
望
と
愛
、
参
加
で
き
る
ま
ち

づ
く
り 

― 

未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
い
ま
、
立
ち
上
が
ろ
う 

― 

」
を
町
政
の

理
念
に
掲
げ
、
各
分
野
の
政
策
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

「
希
望
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
農
業
の

担
い
手
育
成
や
新
技
術
導
入
に
力
を
注
ぎ
、
令

和
元
年
に
は
〝
雪
下
に
ん
じ
ん
〟
が
Ｇ
Ｉ
認
証

を
取
得
。
令
和
５
年
に
は
「
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
in
つ
な
ん
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
農
業
と
自
然
に
根
ざ
し
た
持
続
的

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

本
年
10
月
に
は
津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
う
も
れ
あ
」
が
開
館
し
、「
文
化
立
町
」
と
し

て
の
新
た
な
歩
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

「
愛
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
地
域
医
療

体
制
の
強
化
や
福
祉
の
充
実
を
推
進
し
、
若
手

医
師
の
受
け
入
れ
、
在
宅
介
護
手
当
の
拡
充
、

子
ど
も
医
療
費
入
院
無
償
化
、
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
開
設
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
教
育
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
１
人
１
台
端
末
整
備
や
苗

場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
か
し
た
学
び
を
進

め
、
令
和
９
年
に
は
３
小
学
校
を
１
校
に
統
合

し
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　

「
参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
令

和
４
年
に「
ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス『
だ

ん
だ
ん
』」
を
整
備
し
、
商
店
街
の
活
性
化
や

交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

70
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
た

ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
能
登
半

島
地
震
な
ど
を
経
て
、
社
会
の
在
り
方
を
改
め

て
省
み
る
時
期
に
あ
り
ま
す
。
本
年
は
第
６
次

津
南
町
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
第
２
期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
見
直
し
年
で

も
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
こ
れ
ら
を

検
証
し
、
将
来
世
代
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
持

続
可
能
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
津
南
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
全

て
の
皆
さ
ま
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ

し
て
本
町
の
一
層
の
飛
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

津
南
町
の
歴
史

T
h

e
 c
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r
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年 
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１

１

２

２

３

３

１

１

２

２

３

３

平
成
30
年
の
で
き
ご
と

令
和
２
年
の
で
き
ご
と

平
成
31
年・令
和
元
年
の
で
き
ご
と

令
和
３
年
の
で
き
ご
と

２
月　

•

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
コ
ッ
プ
」
が　

津
南
町
で
初
活
動
。

３
月　

•

塩
沢
信
用
組
合
（
現

：

ゆ
き
ぐ
に
信
用
組
合
）

と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
。

　
　
　

•

日
本
自
動
車
連
盟
と
観
光
協
定
を
締
結
。

４
月　

•

津
南
小
学
校
の
増
築
工
事
が
竣
工
。

　
　
　
　

（
写
真
①
）

７
月　

•

上
村
憲
司
前
町
長
が
退
任
し
、
桑
原
悠
町
長

が
着
任
。（
写
真
②
）

　
　
　

•

大
地
の
芸
術
祭
２
０
１
８
が
開
催
さ
れ
、

香
港
ハ
ウ
ス
な
ど
が
完
成
。（
写
真
③
）

８
月　

•

町
内
各
所
で
鯉
ヘ
ル
ペ
ス
の
感
染
を
確
認
。

10
月　

•

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
被
災
地
の
支
援
に

職
員
を
派
遣
。

　
　
　

•

町
内
郵
便
局
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
。

３
月　

•

中
津
保
育
園
が
閉
園
。（
写
真
①
）

　
　
　

•

中
津
保
育
園
閉
園
に
伴
い
、
ひ
ま
わ
り
保
育

園
に
園
児
バ
ス
を
導
入
。

　
　
　

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
。
つ
な
ん
雪

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
。

　
　
　

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
津
南
町
の

経
済
に
も
大
打
撃
。（
写
真
②
）

６
月　

•

プ
レ
ミ
ア
ム
付
津
南
町
共
通
商
品
券
を
配
布

　
　
　

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
か
ら
、

飲
食
店
が
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
商
品
を

提
供
す
る
「
津
南
エ
ー
ル
飯
」
を
実
施
。

　
　
　

•

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報

発
信
担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任
。

７
月　

•

津
南
ま
つ
り
、
ひ
ま
わ
り
広
場
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
。

　
　
　

•

ユ
リ
農
家
×
女
将
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。

12
月　

•

第
１
回
津
南
町
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
。（
写
真
③
）

１
月　

•

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
再
認
定
。

５
月　

•

津
南
未
来
会
議
を
開
催
。（
写
真
①
）

　
　
　

•

津
南
町
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
を

達
成
。

６
月　

•

雪
下
に
ん
じ
ん
が
地
理
的
表
示
（
GI
）
保
護

制
度
に
登
録
。

７
月　

•

演
歌
歌
手
の
中
澤
卓
也
さ
ん
を
津
南
町
ふ
る

さ
と
大
使
に
任
命
。

９
月　

•

津
南
病
院
の
阪
本
琢
也
前
院
長
が
退
任
し
、

林
裕
作
院
長
が
就
任
。

10
月　

•

台
風
19
号
に
よ
る
豪
雨
被
害
が
発
生
。

　
　
　
　

住
家
や
農
地
、
道
路
な
ど
に
甚
大
な
被
害
。

　
　
　
　

（
写
真
②
）

　
　
　

•

豪
雨
被
害
が
大
き
か
っ
た
福
島
県
の
被
災
地

の
支
援
に
職
員
を
派
遣
。

　
　
　

•

尾
木
直
樹
さ
ん
の
講
演
会
「
こ
れ
か
ら
の

子
ど
も
と
大
人
の
か
か
わ
り
方
」
開
催
。

　
　
　

•

津
南
中
学
校
50
周
年
式
典
を
開
催
。

　
　
　
　

（
写
真
③
）

１
月　

•

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と
健
康
増

進
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
。

２
月　

•

町
内
の
避
難
所
用
に
移
動
式
エ
ア
コ
ン
を

導
入
。

３
月　

•

第
６
次
津
南
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
。

（
写
真
①
）

　
　
　

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

開
始
。（
写
真
②
）

４
月　

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

大
地
の
芸
術
祭
が
延
期
。

５
月　

•

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し
、
津
南
産
シ
ャ
ク
ヤ

ク
約
１
，
８
０
０
本
を
東
京
駅
内
の
花
屋
な

ど
に
新
幹
線
で
直
送
。（
写
真
③
）

　
　
　

•

信
濃
川
上
流
圏
域
河
川
整
備
計
画
に
基
づ

く
河
川
改
修
事
業
の
堤
防
工
事
が
着
手
。

８
月　

•

東
京
都
世
田
谷
区
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
通
じ
た
連
携
、
協
力
協
定
を
締
結
。

９
月　

•

信
越
ト
レ
イ
ル
が
苗
場
山
ま
で
延
伸
さ
れ
、

津
南
町
も
対
象
範
囲
に
。

11
月　

•

サ
ッ
カ
ー
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
試
合

で
「
津
南
町
デ
ー
」
が
実
施
さ
れ
る
。
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１

１

２

２

３

３

１

１

２

２

３

３

令
和
４
年
の
で
き
ご
と

令
和
６
年
の
で
き
ご
と

令
和
５
年
の
で
き
ご
と

令
和
７
年
の
で
き
ご
と

２
月　

•

積
雪
４
ｍ
を
超
え
る
大
雪
に
よ
り
、
人
的

被
害
や
建
物
被
害
が
発
生
。（
写
真
①
）

　
　
　

•
津
南
町
公
民
館
が
優
良
公
民
館
と
し
て
文

部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
。

４
月　

•

大
地
の
芸
術
祭
２
０
２
２
が
開
催
さ
れ
る
。

　
　
　
　

（
写
真
②
）

６
月　

•

ヤ
マ
ト
運
輸
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。

７
月　

•

３
年
ぶ
り
に
津
南
ま
つ
り
、
ひ
ま
わ
り
広

場
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

９
月　

•

㈱
良
品
計
画
と
地
域
活
性
化
等
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
。

10
月　

•

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
「
だ
ん
だ

ん
」
が
オ
ー
プ
ン
。（
写
真
③
）

　
　
　

•

リ
ン
グ
ロ
ー
㈱
と
災
害
時
等
に
お
け
る
施
設

利
用
の
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

　
　
　

•

㈱
官
民
連
携
事
業
研
究
所
と
官
民
連
携
推
進

に
関
す
る
連
携
協
定
、
㈱
Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ　

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
と
副
業
人
材
活
用
に
関
す
る
連

携
協
定
を
締
結
。

　
　
　

•

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
再
認
定
。

２
月　

•

津
南
町
農
業
協
同
組
合
が
近
隣
の
農
協
と

合
併
し
、
魚
沼
農
業
協
同
組
合
が
誕
生
。

３
月　

•

灰
雨
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式
を
開
催
。（
写
真
①
）

５
月　

•

㈱
フ
ェ
イ
ガ
ー
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
。

７
月　

•

津
南
ま
つ
り
に
て
、
民
踊
流
し
を
国
道

４
０
５
号
線
で
実
施
。

　
　
　

•

新
潟
食
料
農
業
大
学
と
包
括
的
連
携
協
定

を
締
結
。

　
　
　

•

大
地
の
芸
術
祭
２
０
２
４
に
て
、「
ア
ケ
ヤ
マ　

秋
山
郷
立
大
赤
沢
小
学
校
」
を
は
じ
め
と
し

た
作
品
を
展
示
。（
写
真
②
）

８
月　

•

赤
沢
神
楽
本
舞
台
７
年
ぶ
り
に
開
催
。

　
　
　
　

（
写
真
③
）

10
月　

•

㈱
ギ
ッ
ク
ス
と
地
域
活
性
化
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
。

12
月　

•

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
10
周
年
。

　
　
　

•

津
南
町
森
林
組
合
、
㈱
バ
イ
ウ
ィ
ル
と
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
に
係
る
連
携
協
定
を
締
結
。

１
月　

•

外
丸
集
学
校
と
し
て
、
お
か
え
り
集
学
校
の

事
業
が
開
始
。

３
月　

•

４
年
ぶ
り
に
つ
な
ん
雪
ま
つ
り
開
催
。

６
月　

•

Ｇ
ｏ
ｄ
ｉ
ｖ
ａ
と
コ
ラ
ボ
し
、
雪
下
に
ん

じ
ん
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
販
売
。

７
月　

•

津
南
ま
つ
り
に
て
、
国
道
１
１
７
号
線
で

最
後
の
民
踊
流
し
実
施
。（
写
真
①
）

　
　
　

•

少
雨
に
よ
り
ダ
ム
や
溜
池
な
ど
が
水
不
足
に
。

農
業
者
支
援
の
た
め
の
渇
水
対
策
実
施
。

８
月　

•

津
南
町
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ゴ
「
ゆ
き　

み
ず　

だ
い
ち　

つ
な
ん
ま
ち
」
を
発
表
。

（
写
真
②
）

10
月　

•

芦
ヶ
崎
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

を
開
催
。

　
　
　

•

だ
ん
だ
ん
が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
と
ウ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
。

12
月　

•

「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際

大
会
in
つ
な
ん
」
を
開
催
。
町
内
事
業
者

が
最
高
賞
を
受
賞
。（
写
真
③
）

２
月　

•

豪
雪
に
よ
り
、
豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、

災
害
救
助
法
が
適
用
。

４
月　

•

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
管
内
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
収
集
を
開
始
。

６
月　

•

お
て
つ
た
び
を
活
用
し
て
「
つ
な
ん
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
実
施
。

　
　
　

•

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
×
Ａ
ｉ
ｒ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
×
津
南

町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
。（
写
真
①
）

７
月　

•

大
阪
・
関
西
万
博
の
新
潟
県
ブ
ー
ス
に
津

南
町
が
出
展
。

10
月　

•

旧
中
津
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
た
津
南
町

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
〝
う
も
れ
あ
〟
が

オ
ー
プ
ン
。（
写
真
②
）

　
　
　

•

町
制
施
行
70
周
年
記
念
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
の
公
開
収

録
が
開
催
。（
写
真
③
）　
　
　

11
月　

•

町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。
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ゆき　みず　だいち　つなんまち

「70年の歩みを未来につなぐ」

町  章 町の花／ひまわり 町の木／ブナ 町の鳥／ウグイス

つなんの文字を組み合せ
図案化したもので町の融
和、団結と平和を表し、限
りない発展を象徴したも
のです。（昭和45年4月1日
制定）

（平成17年11月5日制定） （平成17年11月5日制定） （平成17年11月5日制定）

深い雪

清冽な水

アートにも似た大地の造形

自然を敬い　自然に育まれ

自然と共に生きるまち　津南

ここに暮らす人々は　縄文の太古から

その激しくもゆたかな自然を

知恵と努力で価値へと変えてきた

自然の持つ力に注目が集まる今こそ

津南は町の原点をしっかりと見つめることで

次の時代を描いていく
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